
平成 31（2019）年度調査研究課題 計画外部評価 結果 

 

３ 指標種に着目した環境ＤＮＡの基礎研究 

 

［総合評価］ 

 

 ・県の水源環境保全のための事業の一環として計画された研究であり、指標生物種に関する環境 DNA

調査という手法を導入しようとした新たな試みが計画されている。有効な情報が得られることが期待

され、新規性の高い有益な研究テーマと判断できる。 

・環境 DNA 調査は、捕獲調査よりも安全性や生物撹乱を回避できる点などのメリットがあり、注目され

ている手法であるが、一方で技術的な課題が残されている。本研究課題において、技術的な課題をす

べて独自に解消することは困難と考えられるため、文献調査はもちろんのこと、他機関における直近

の研究成果を常にモニターするなど、情報収集も重要となる。 

・今回は単年度の計画となっているが、2020 年度以降の計画を早期に立案し、そこに円滑につながる

ような成果が得られるように、本年度の研究を進められることが望ましい。 

・委託調査を基本としていることから、委託先の選定も重要な要素となる点に留意されたい。 

 ・県により長期に行っている水源環境保全に関する生物的調査の発展を目指している研究である。生物

系調査では、生息状況調査について、作業負荷も高く、再現性も得にくい調査であるが、環境 DNA

を用いることにより、調査者の経験などによらず、正確性が高まる可能性がある新規性の高い研究と

評価する。作業負荷を下げ、調査地点数を増やすことができる可能性があり、行政的にも県民ニーズ

からも、センターとして取り組む意義があると考える。現在の河川調査では、希少種等の生息域を攪

乱する可能性があるが、本方法が実用化されると生態系への影響も低下することが期待できる。現在、

環境 DNA の計測技術は向上しているところであり、将来的には調査実務に取り入れられるものと予想

される。計画については、具体的であり、独創性も高いといえる。近年の知見も整理されており、実 

施可能性も高く適切と評価できる。 

・近年注目されている環境 DNA の分析・調査手法を活用した水源環境保全事業の合理化を検討するため、

基礎調査を行うものである。 

  従来の採捕調査の合理化や県民調査との連携を視野に入れており、将来的には、調査体制の再構築に

つながる可能性があるものの、その実現に向けては、環境 DNA の検出方法、検出結果と生物活動との

相関、水試料の保管期間の影響などの基礎的な調査が不可欠であり、現段階での研究としては適切で

あると評価できる。 

 また、環境 DNA の分析・調査は、本センターにとって新たに開拓する研究領域であるとのことである

が、今後、外来種対策などへの幅広い応用も含め、本センターの技術力を高め、貢献の幅を広げられ

るよう、挑戦する価値はあると考えられる。 

 

 

[数値的評価]   

   

評価内容 評価項目 
評点 

５ ４ ３ ２ １ 

課題設定の背

景と必要性 
県としての考え方が示されているか 

２人 ２人    センターとして（参画の妥当性）の考え方が示

されているか 

優先性 社会的意義（行政上の緊急性や県民ニーズな

ど）の考え方が示されているか 
３人 １人    

科学技術的動向（実用的有効性など）の考え方

が示されているか 

計画の立案と

実施方法 
明解な目標が立てられているか 

１人 ２人 １人   

独創性があり、評価ができる研究水準が確保さ

れているか 

スケジュール、研究手法、実施体制、役割分担

は適切か 

課題名と内容があっているか 

  ５点満点（標準３点）の評点で５～１点の絶対評価 


